



















2）　ブラジャーは，1904年，フランスのコルセットメーカー “Charles De Bevoise” が絹や刺繍やレースなどを使用し
た軽量な下着を製作し，“brassiere” と名付けたという．また，1914年 11月 3日にアメリカ人女性のMary Phelps 
Jacobがアメリカでブラジャーの特許を取得している（Stephanie Pedersen, Bra A Thousand years of style, support and 


















としての洋服が普及し 9），1923（大正 12）年 9月 1日の関東大震災後に出現したモダンガールが洋服
を着用し 10），女工員の制服としての洋服導入も進んだ．従来の女工員は，和服に袴またはエプロンが
けであったが，作業能率向上と危険防止のために洋装化が行われたのである．その際，スタイルは



























13）　『読売新聞（朝刊）』1930年 5月 24日号，9;『読売新聞（朝刊）』1931年 4月 28日号，9などがある．
髙本　明日香：戦前の日本における婦人洋装下着の担い手 133
表 1　和洋服用途別季節別着用比率（昭和 13年 7月，10月，1月調）
性別 平常着 仕事着 外出着
男子
夏着
調査人数 558 413 548
洋 49% 72% 65.1%
和 49% 16% 34.7%
その他 2% 12% 0.2%
冬着
調査人数 1366 986 1353
洋 41% 68% 65.3%
和 57% 24% 34.1%
その他 2% 8% 0.6%
女子
夏着
調査人数 686 101 749
洋 48.8% 51% 42%
和 51% 47% 58%
その他 0.2% 2% 0%
冬着
調査人数 1759 1396 1768
洋 25% 27% 35.2%
和 75% 73% 64.2%





































査年で示すと，明治期が，① 1902年，② 1904年，③ 1907年，④ 1909年と大正期が① 1916年，②























襯衣 洋品 その他 小計
1902 85 5 0 0 0 0 0 0 5
1904 162 11 0 0 0 7 0 0 18
1907 65 29 0 0 0 2 2 1 34
1909 1,386 160 13 7 1 47 8 6 242
合計 1,698 205 13 7 1 56 10 7 299
　出所 :農商務省商工局工務課編纂『工場通覧』各年版より作成．
表 3　明治期の婦人洋服製造業者









下町 飯島惣太郎 1896 5 0 5 1909
東京府 飯島工場 婦人洋服 芝区南佐





田中友次郎 1900 5 0 5 1909
大阪府 沖彦工場 洋傘，トンビ，
婦人コート
東区　 沖　彦次郎 1885 7 0 7 1909
兵庫県 田中裁縫
工場
女洋服 神戸市 田中　久吉 1902 7 0 7 1909
石川県 大浦工場 西洋婦人着ウエ
スト着物
金澤市 大浦　孝一 1909 0 22 22 1909
　出所：農商務省商工局工務課編纂『工場通覧』各年版より作成．
表 2に示すように，1902年から 1909年の 4回の調査で雑業に分類されていたのは，延べ 1,698業
者で，その内，衣類製造業者といえるのは，延べ 299業者であった．しかし，これらの中で婦人洋
服製造業者と判断できたのは，わずか 7件にすぎず，しかもこの 7件は全て 1909年調査に掲載され
ていた．すなわち，1909年以前では，婦人洋服製造業者と判断できたものは，1件も見いだせなかっ
たのである．しかしこれは，1909年までは婦人洋服製造業者がいなかったということを示すもので
はない．上述のように 1902年から 1907年までの 3回の調査では対象者が 10人以上の工場となって
いるからである．他方，1909年に婦人洋服製造業者として判断した者をまとめた表 3が示すように，

















襯衣 洋品 その他 小計
1916 712 38 4 0 1 20 3 3 69
1917 589 25 16 2 0 20 3 8 74
1919 641 25 8 2 2 21 7 5 70
1920 719 13 6 2 1 8 17 6 53









川戸洋服店 絹製婦人洋服 ???川戸　耕平 1915 4 10 14 1917 
1919 
1920





























???室井甚三郎 1910 0 17 17 1919
????






???田澤　昌吉 1918 7 6 13 1920
　出所：農商務省商工局工務課編纂『工場通覧』各年版より作成．
表 4が示すように，1916年から 1920年の 4回の調査で雑業に分類されていたのは，延べ 2,661業
者で，その内，衣類製造業者といえるのは，延べ 266業者であった．その中で，婦人洋服製造業者
は，表 4にみられるように延べ 6業者であり，婦人洋装下着製造業者と考えられるのは，表 5に示
す 4業者であった 19）．この内，1919年調査の神奈川県の「稲田商店」は，製造品種に「洋服下着」と
のみ書いてあったが，この工場は上述の「稲田商店」と何らかの関係があると考えられる．創業年































































































大正期の婦人洋服製造業者が 4件であったのに対し，表 8の昭和戦前期 5期の婦人洋服製造業者
数の推移は目を見張るものがある．1929（昭和 4）年では，6件であるが，4年後で約 2.5倍，7年後





調査年 1929 1931 1933 1936 1939 合計
工場数 6 6 16 39 248 315
出所：商工省編纂『全国工場通覧』各年版より作成．
表 9　昭和戦前期：道府県別婦人洋服製造業者数
道府県 工場数 道府県 工場数
大阪府 95 愛媛県 3
兵庫県 51 和歌山県 3
東京府 29 三重県 2
愛知県 24 奈良県 2
神奈川県 22 福井県 2
広島県 14 岐阜県 1
岡山県 10 群馬県 1
福岡県 10 埼玉県 1
兵庫県 9 香川県 1
熊本県 8 滋賀県 1
宮城県 4 島根県 1
京都府 4 徳島県 1
石川県 4 富山県 1
山口県 3 福島県 1
静岡県 3 北海道 1
長崎県 3 総計 315
出所：商工省編纂『全国工場通覧』各年版より作成．
1-5　昭和戦前期の婦人洋装下着製造業者について












県名 工場名 製造品種 所在地 代表 創業年 調査年
兵庫県 根来メリヤス裁縫工塲 ミヤコパンツ 武庫郡 根来　祐正 1925 1929
東京府 山本商店 婦人下着 東京市 山下松次郎 1926 1933
大阪府 岡田メリヤス工塲 ズロース 大阪市 岡田秀三郎 1916 1933
大阪府 照内留吉工塲 ズロース 大阪市 記載なし 1927 1933
兵庫県 小檜山裁縫所 婦人下着 神戸市 小檜山幟 不詳 1933
東京府 デーエム商會 コルセット 東京市 羽田野庄二 1928 1936
東京府 三宇商店 コルセット 東京市 鈴木彦次郎 1927 1936
大阪府 渡邊加工所 ズロース 大阪市 渡邊　信一 1933 1936
大阪府 安井綿布加工所 シミーズ 大阪市 安井　武雄 1929 1936
大阪府 北出メリヤス工塲 ズロース 大阪市 北出岩吉郎 1934 1936
大阪府 三好工塲 ズロース 大阪市 三好　岩吉 1918 1936
大阪府 平松綿布裁縫工塲 シミーズ 大阪市 平松　博 1936 1936
1939
兵庫県 田中？美商店 ペッチコート 神戸市 記載なし 1936 1936
大阪府 秋岡金虎堂 マスル 大阪市 秋岡　金虎堂 1923 1939
大阪府 藤野工場 ズロース 大阪市 奥村　？藏 1939 1939
大阪府 西田裁縫工場 ズロース 大阪市 西田　武助 1937 1939
大阪府 太田メリヤス裁縫工場 ズロース 大阪市 太田　力太 1921 1939
大阪府 武久縫工場 ズロース 大阪市 武久　キヨ 1925 1939
大阪府 三木メリヤス裁縫工場 綿莫大小ズロース 大阪市 三木　英治 1916 1939
大阪府 管野ミシン加工所 シミーズ 大阪市 管野　卯一 1937 1939
大阪府 森田織物工場 ズロース 中河内郡 森田　熊吉 1939 1939
和歌山県 柿谷裁縫工場 ズロース 和歌山市 柿谷　長三郎 1928 1939
和歌山県 マル福馬場縫工場 ズロース 和歌山市 馬場　幹太郎 1920 1939
































シミーズ 大阪府 3 3




ペチコート 兵庫県 1 1
ミヤコパンツ 兵庫県 1 1



















































ラヂオン療法 /テーシー商会 12 3



















読売新聞での「おしめホルダー」の広告は，1916年 5月から，8年後の 1924年 6月，7月，8月
に 3回ずつ出されていた 34）．一方，朝日新聞での同社広告初出は，1924（大正 13）年 4月であり，や
32）　東京商工会議所編『昭和 13年版東京商工名簿』（改造社，1938），266.
33）　『読売新聞（朝刊）』1916年 5月 31日号，6.
34）　『読売新聞（朝刊）』1924年 6月 7日号，1924年 6月 9日号，1924年 6月 19日号，1924年 7月 6日号，1924年






























































































の卸，小売，卸小売の総数は，420件であり，その内訳は，卸 7件，小売 389件，卸小売 24件であ
る．小売が，全体の 90%以上を占めている．それぞれの経営形態を見てみると，卸 7件中，個人 7件，
小売 389件中，個人 355件，法人 34件，卸小売 24件中個人 18件，法人 6件であり，個人経営の小










の 87%を占め，続いて 5人以上 40件，10人以上 10件，20人以上が 4件である 50）．
同様に婦人子供服は全 69件で，その内訳は卸 1件，小売 58件，卸小売 10件である．婦人子供服
の総数は，洋服類に比べ約 6分の 1である．経営形態は，卸 1件中，個人 1件，小売 58件中，個人
56件，法人 2件，卸小売 10件中，個人 7件，法人 3件であり，やはり個人経営の小売業者が，全総
数の約 80%を占めており圧倒的に多い 51）．従業員数は，婦人子供服全 69件の内，4人以下は 57件で
全件数の約 82%を占め，続いて，5人以上 8件，10人以上 3件，20人以上 1件であり，洋服類同様
に4人以下の小規模が圧倒的に多い 52）．次に，婦人洋装下着が販売流通していた可能性のある「洋品類」
の卸，小売，卸小売の総数は 499件であり，その数は婦人子供服の約 7倍にもなる．その内訳は卸 42件，
小売 432件，卸小売 25件である．経営形態は，卸 42件中，個人 30件，法人 12件，小売 432件中，
個人 415件，法人 17件，卸小売 25件中，個人 21件，法人 4件であり，ここでも，個人経営の小売
業者が全体の約 86%を占めており，他を圧倒していることが分かる 53）．従業員数は全 499件中，4人


























































































































66）　例えば，1935年，ワーナー社は，A，B，C，D種類のカップ付きブラジャーを製造した（Jill Fields, An Intimate 
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Pedersen, Stephanie (2004) Bra A Thousand years of style, support and seduction (UK: David & Charles).
Manufactures of Women’s Underwear in Japan before the WWⅡ
Asuka TAKAMOTO
ABSTRACT
According to the Nihon Body Fashion Association, the volume of women’s underwear market in Japan today is about 
205 billion yen. Basically, this big industry is growing up after the war. It is true that most of Japanese women’s underwear 
manufactures started up after the war; however, there should be some manufactures of western underwear for women 
because of increasing needs for western clothes especially among school girls and working women. This paper is about such 
manufactures during Meiji to the pre-WWII period.
First, through close survey on governmental reports and statistics, I estimated the number of such manufactures. 
Second, upon close examination of advertisements in newspapers and magazines, I detected an interesting company 
which had manufactured a brassiere-like product for some sanitary purposes; and I also detected some other company 
manufacturing brassiere-like products.
My conclusion is as follows. There surely existed manufactures of women’s underwear before the WW Ⅱ ; however, 
they were few in number and were small-sized. They were mostly consisted of 10 employees. More importantly, they were 
not specialized in manufacturing woman’s underwear. This is very different from manufactures after the WWII, on which I 
will need to research further.
